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＊本報告資料のpp.4-6は東京電力、pp.7-10はNDFの作成した資料
（令和5年第2回廃炉安全確保県民会議に提出された資料）です。

第7回 1F地域塾
 

1F廃炉の現状と1F廃炉の先を考える

mailto:smatsu@waseda.jp


第7回 1F地域塾 プログラム

総合司会 ： 小磯 匡大（ふたば未来学園高等学校）

ファシリテーター： 田坂 逸朗

プログラム：

1. プログラムとお願い事項：松岡 俊二（塾頭）

2. 座談会: 高校生 4名＋地域 1名＋研究会 1名 （30分程度）
司会：田坂 逸朗

1F視察の振り返りと1F廃炉事業への問い

3. 少人数グループ（5名以下）による「対話の場」 （100分程度）
（15グループ程度、1グループは5名程度）

4. 全体会（30分程度）司会 ：小磯 匡大
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1F廃炉の先を考える1F地域塾
「対話の場」＝「学びの場」のお願い

• 全ての参加者は「〇〇さん」という「さん付け」で呼ぶようにお願いします。

• 自分と異なる意見であっても否定をすることなく、なぜそのような意見が主
張されるのかを、相手の立場に立って理解する努力をお願いします。

• 公平な対話の機会の実現おため、1回の発言は短く、長くても2分以内で
お願いします。

• 1F廃炉の将来の選択肢を考えるため、多様な材料や情報を自分で学ん
でいくことを大切にしましょう。

• １F地域塾を通じて、「他者の靴を履く（put on someone’s shoes）能力」
＝エンパシーについて考えたいと思います。

• 報道関係者の取材があります。可能な範囲でご協力をお願いします。

• 協働学習ルームWiFi   ID: MIRAILAB-gakushu PW: futabas2017
• 地域協働スペースWiFi   ID: MIRAILAB    PW: futabas2017
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使用済燃料プール内の

燃料の取り出し
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廃炉の主な取り組み

廃炉は、地域の皆様や環境への放射性物質によるリスクを低減するための作業です。主な取り組みは５つに分けられます。

燃料デブリの取り出し
汚染水対策

ALPS処理水の処分

廃棄物の処理・処分

原子炉施設の解体等

浄化処理

原子炉格納容器

原子炉圧力容器

使用済燃料プール

地下水の流入

雨水の流入
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福島第一原子力発電所の廃止措置に向けた進捗状
況

► 汚染水発生量の低減、建屋内滞留水の減少に向けた取り組みの継続

► 将来の燃料デブリ取り出しの段階にあわせて必要な対策を実施

► ALPS処理水の安全な放出（廃止措置完了までの期間を有効に活用）と
、廃炉作業に必要な敷地を確保

► 高濃度汚染水の浄化を2015年

に完了（残水を除く）

► 汚染水の発生量を約470m3/日
（2014年度）から約90m3/日（

2022年度）まで減少

► 港湾内の放射性物質濃度を事

故直後の100万分の1程度まで
減少

► 冷温停止状態達成

（2011年12月）から
30～40年後の廃止措置完了

が目標

► 廃止措置に関する事項は

廃炉作業や研究開発等の

進捗状況を踏まえ、検討

していく。

► 1号機と2号機の燃料取り出し

► 2031年内に、1～6号機燃料の取り出し完了

► 3号機と4号機で燃料取り出しが

完了

► SGTS配管の撤去

► 1号機大型カバーの設置
► 2号機燃料取り出しカバーの設置

► 2023年度後半を目指し、2号機の試験的取り出しを開始

► 試験的取り出しの結果を踏まえて方法を検証・確認した上で、段階的に

取り出し規模を拡大

► 燃料が溶けた1～3号機は安定的

に冷却し、冷温停止状態を維持

► 燃料デブリ取り出しに向け、

原子炉格納容器の内部調査等を

実施

► 2028年度内までに、すべての固体廃棄物の屋外での保管を解消 （水

処理二次廃棄物及び再利用・再使用対象を除く）
► 廃炉作業等で発生した固体廃

棄物を表面線量に応じて分別
し、主に屋外にて保管

汚染水対策

ALPS処理水対策

使用済燃料プール内の

燃料の取り出し

燃料デブリ※

取り出し
※原子炉内の溶融した燃料

廃棄物対策

今までの実績・至近の取り組み これから10年程度先までの計画 廃止措置の完了

試験的取り出し 段階的な取り出し規模の拡大

更なる取り出し規模の拡大

2号機

燃料取り出し
1号機燃料取り出し

固体廃棄物貯蔵庫等 廃棄物関連施設の設置

建屋への地下水流入対策

主な課題

2024〜2026年度開始

2031年内

1〜6号機燃
料取り出し完了

汚染水発生量100m3/日

（2025年内）

2028年度内

屋外保管の解消

2号

機

1/3号機

汚染水発生量50～70m3/日

（2028年度末）

2027〜2028年度開始

► X-６ペネ（貫通部）のハッチ

解放作業
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今後の計画について

今後は、さらに 1 号機 原子炉格納容器内部の「気中調査も含めたペデスタル内外の調査」を行う計画です。

2023 年度後半に計画している 「2 号機の試験的な燃料デブリ取り出し」等を通じて得られる知見等も踏まえ

 1 号機の燃料デブリ取り出し方法を決定し、取り出し設備の設置等の準備を進めていきます。



2．燃料デブリ取り出しの難しさ
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3号機 燃料デブリ分布の推定

図の提供︓原⼦⼒損害賠償・廃炉等⽀援機構

①
極めて強い放射線のため格
納容器には⼈は近づけず、
機器もダメージを受ける

②
強い放射線のため原⼦炉建
屋では短時間しか作業ができ
ない

格納容器（鋼製）

原⼦炉建屋
燃料デブリ

③
燃料デブリの性状や分布など、
内部の状況が⼗分には分かっ
ていない



燃料デブリ
原⼦炉注⽔

横アクセス

上アクセス
上セル

横セル

構台

増設
建屋へ

増設
建屋へ

8図の提供︓東京電⼒ホールディングス（株）
プラットフォーム型アクセス装置の例

約φ7.5m
上部
プラット
フォーム

昇降
ストローク
約30m

マニピュレータ

下部
プラット
フォーム

約φ4.2m

ロングアームの例

CRD
レール

PCV

X-6
ペネ

ROVの例

遠隔操作装置の例

【概要】
燃料デブリが気中に露出した
状態で、⽔をかけ流しながら
取り出す⼯法

３．燃料デブリを取り出す⽅法
３.１ 気中⼯法

セル：閉じ込めや遮へい機能を
持った隔離部屋



３．燃料デブリを取り出す⽅法
３.2 冠⽔⼯法
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船殻
構造体

取り出しセル

燃料デブリ

⽔位

上アクセス

図の提供︓東京電⼒ホールディングス（株）

【概要】
船殻構造体と呼ばれる⼤型構造物で原⼦炉建屋全体を囲い、原⼦
炉建屋を⽔没（冠⽔）させ燃料デブリを取り出す⼯法

プラットフォーム式
アクセス装置の⼀例



3．燃料デブリを取り出す⽅法
3.3 充填固化⼯法
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【概要】
充填材により燃料デブリを安定化させ、掘削などにより燃料デブリを構造物や
充填材ごと回収する⼯法

掘削装置

充填材

原⼦炉建屋カバー
セル

循環回収装置
（フィルタ）

遮へい体

図の提供：原子力損害賠償・廃炉等支援機構

充填材受タンク
廃液受タンク

ポンプ

掘削装置

ビット交換ラック

ロッド交換ラック

掘削⽔タンク


